
デコンタミネ

ていし。じよう 停車場 (国鉄自動車の) 国鉄自動車 まざまなγ ステム が選ばれ，また開発されてきた。現時点にお

の停車場とは，道路運送法上の停問所のうち，運賃起算筒所と いては，用いる機綜の商からみると，パンチカード式計算機を

なるもので，自動車を停車させて旅客 ・ 荷物および貨物等の取 主体とするデータ処理シ ステム (P.C.S.) から，・電子計算機を

扱いをするために常用される場所をしづ。 主体とす るデー タ処理ー γ ステム (Electronic Data Processing 

停車場の設置および廃止については，すべて地方自動車事務 System 略称 E.D.P.S.) へと発展してきているといえる。

所長から所管陸運局長へ申請し，承認を受けなければならなし。 個々のデ ー タ処珂またはデー タ 処理機穏に対して，それらを

また承認後はその旨を宵'報およ び鉄道公報に渇1依して ， 対外的 地威的，時間的に関連つけて効果的な処理γ ス テムにする見地

に公示する こ とが必要である 。 から ， * IDP 方式 (Integrated Data Processing) や， デー タ

[司鉄自動車の停伺所を，業務耳i(!&範開別に分類すると次のと 集中処理方式の考えが生まれてきた。さらに情報またはデー タ

お り である。(昭和 39 ・ 12 現在)
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(嶋田健一)

ていし e じようせ っ きんひょうしき 停車場接近標識

東海道新幹線で代111保安)j式実施時におして，停車場へ接近

した こ 主を運転七に知l らせるもので，地上信号機の見通 し距艇

の不足を紛 う I1 的でJtけられ る。 )1仮逆線ともに*停止限界機織

の外方約 lkm 付近に 100m 間隔に 3 個，レ ノレ レ ベル上 3 ， 400

mm の伎町の線路左側に設けるのを原口IJ としてしる。形状およ

び寸法は，縦 600mm，帆 450mm の股黄色の反射卸l のく(短)形

板に，幅 1 20mm の黒色の線が 2 本等I::J防に入 ってレ る。

(鹿野 章)

ディスクブレーキそうち ディ スク プレーキ装置 デ

ィスタブレ ーキ装置は，車輸のl'1l i雨を}事係而とした従来の ;(; IJ給

了 ブレーキ災債と異なり ， 車総とは別の}犠擦円板すなわちプレ

ーキディスタを車輪または車制lに l?il定 し，これにブレーキライ

ニ γ グを押しつけて必要なプレーキ力を得る決院である。この

う1~ 1i'1 の特長 と して

(1) ライニ γ グの!犠僚係数Iì速度に よ らず，ほぽ・定 <0. 3-

0 . 35 く ら し 、)であるため ， プレー キ力が令:速度範囲で変わらな

い。 さ らに粘后係数の]lf!，論的 な帳限値にをつき うるため ， i域司i

工事が高くとれる。 (2) ライニ γ クの摩純が少ないので保守が'存

易である。 (3) 摩耗の少なL 、ことはプレ ー キ倍率を大 き くとれ ，

したがってプ レ キシ〆 リ γ ダは小きく なり， )(<鎚 ブレ キ装置

が簡単になる。 (4 ) '1;輸に熱を与えな L 。 などの平IJ/，i，がある 。

ライユ y グの材質 としてはレジンが使われ T ィスクの材質と

しては遊厳炭素を含む鋳鉄が耐摩耗性の点ですぐれており，強

度の而からパ ーラ イ ト鋳鉄が普通用レられる。 (結沙克次)

ていりけんさ 出入検査 貨車が会社線(地方鉄道 ・ 専用

鉄道 ・ 軌道およびニれに準ずるも のを L 、う。)から日 本国有鉄道

の鉄道線内に入線す る際に ， 要部の状態について行なう検脊で

ある。昭和 36 ・ 9 に香:貨車検査規程の全而改正が行なわれたが，

改正前には滞留検脊という名称で貨車の自身t到荷車 ・ 社線 IU 入

車および相当時間滞関する中継車などについて検脊を行な って

いたが， 改正の際，滞留検'1tは廃止され，その 一部である社線

出入車について行なう検作を新しく設け， LH入検査 と 名づけた。

名称が出入検査であ っ て，同鉄線に出てくるときと社線に入る

と きと両方検査するように考えられるが，重復検査を避ける た

め，あくまでな会社線から国鉄線に入線する際に行なうもので

ある。 (i育水次郎)

データ・プロセシング・システム (英) data pr町田sing

system データ処理をする機構であるが， 処理を効率よ く行な

う ため，事務機械を併用する場合に用いられるのが普通である。

この場合，目的によ って費用 と効果を考慮することにより，さ

処理の時点や態勢に注目するとき ， 情報またはデー タが発生の

都度，直ちに処理される場合と，まとめて後刻，処理担当側の

スケジュールによって一括処理される場合とがあり，前者を リ

アルタイム処理 (real time pr凹ess) ， 後者をパッチ処理 (batch

process) と称している。

前者の例は，座席予約に現われる γステムであり ， 後者は今

までのおおかたの事務μ| 算において行なわれていたγステムで

ある。しかし現時点においては，事務データ処理についても ，

リアルタ イム的な処震を併用することによって ， 全体の効率を

高め ると L ヴ 考え方が生まれてきてい る。 ー」パ γチ カ ード式

，ì] 'fì:組織。(大芝猛)

デコ ンタミネーター (~) decontaminater 給油機の一部

分で 水 ・ じんあいの除去装置であるが， 給油機には欠くことの

で きない要部であることから， 給油機全体をデコ γ タミネ ー タ

ーと 称 L ている。給油機はディ ゼノレ車両の開発Ji'i備に伴い，

if. 々念、 l脅している。

閃 1 配管系統図
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図 2 デコンタミネ ー ター

機構はモーター，ポンプ， デ コ γ タミネ ー タ ー，流量計が図

ー1に示すように接続されている。こ のうちデコンタミネ -}'ー

の機造および作用を説明すると，図 2 に示すとおり要部は水分

離部と空気分離部， ドレ γたまり，水自動排出装置およびろ

(浦)過部(ろ紙)その他からな っている。配管中より 送られてき

た油は， ↓印位置からタ γ ク内に入り，水分離室内に入って水
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